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物  質  名 β-プロピオラクトン ＤＢ－38 

別  名 
1,3-プロピオラクトン 
2-オキセタノン 
ヒドラクリロラクトン 

構 造 式 
 

CAS 番号 57-57-8 
PRTR 番号 － 
化審法番号 5-11 
分子式 C3H4O2 分子量 72.06 
沸点 162℃ 1) 融点 －33.4℃ 1) 
蒸気圧 3.4 mmHg（25℃、推定値） 2) 換算係数 1 ppm = 2.95 mg/m3（25℃） 
分配係数（log Pow） －0.80（推定値）3) 水溶性 3.7×105 mg/L（25℃、実測値）4) 

急急急    性性性    毒毒毒    性性性    
 
 動物種 経路 致死量、中毒量等  
 マウス 腹腔内 LD50 405 mg/kg 5)  
 ラット 吸入 LC50 25 ppm (74 mg/m3)(6hr) 5)  

中中中    ・・・    長長長    期期期    毒毒毒    性性性    

・本物質の経口または吸入ばく露による中・長期毒性の情報は得られなかったが、皮膚塗布試

験の情報が得られたので、参考として以下に記載した。 
マウスに本物質の 0、2％アセトン溶液 0.2 mL を 2 回/週（0％群は 1 回/週）の頻度で、約 2
年間、背中に塗布した結果、2％群で生存率の低下、体重増加の抑制に有意差を認め、塗布し

た部位で扁平上皮がん、線維芽肉腫の増加もみられた 6) 。 
また、マウスに 0.8～100 mg を希釈なしで、またはコーン油かアセトンに溶かして、1 日から

2 週間の期間で 1～6 回塗布した結果、全ての場合に皮膚刺激が生じ、発赤、脱毛、瘢痕化に

わたる症状がみられた 7) 。 

生生生    殖殖殖・・・発発発    生生生    毒毒毒    性性性    

情報は得られなかった。 

ヒヒヒ    トトト    へへへ    ののの    影影影    響響響    

・眼に対して腐食性を示し、皮膚、気道を刺激する。眼に入ると発赤、痛み、重度の熱傷、皮

膚に付くと熱傷、水疱、経口摂取では灼熱感、咽頭痛、吸入すると灼熱感、咳、頭痛、吐き

気、嘔吐、息切れを生じる 8) 。 

発発発    ががが    んんん    性性性    

IARC の発がん性評価：2B 9) 

実験動物では発がん性が認められるものの、ヒトでの発がん性に関しては十分な証拠がない

ため、IARC の評価では 2B（ヒトに対して発がん性が有るかもしれない）に分類されている。

許許許    容容容    濃濃濃    度度度    
 
 ACGIH 10) TLV-TWA 0.5 ppm（1.5 mg/m3）  
 日本産業衛生学会 －  
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暫暫暫    定定定    無無無    毒毒毒    性性性    量量量    等等等    ののの    設設設    定定定    

 経口ばく露及び吸入ばく露について、暫定無毒性量等の設定はできなかった。 
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